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1.柏崎刈羽原子力発電所における日本海側の海域活断層の長期評価への対応

【長期評価の影響評価及び能登半島地震を踏まえた影響評価への対応経緯】
2024年08月02日 地震調査研究推進本部が「日本海側の海域活断層の長期評価」を公表。

• マグニチュード7.0程度以上の地震を発生させる可能性のある、
長さ20km以上の活断層が示された。
（資料1_スライド6：地震本部（2024a））

• 能登半島地震の震源断層が、北東―南西に延びる150km程度
（門前断層帯～能登半島北岸断層帯～富山トラフ西縁断層に
またがる範囲）の断層と評価された。
（資料1_スライド126）

2024年08月05日 原子力規制庁より当社に対し、許可済みの6号機及び7号機の設置変更
許可への影響を精査するよう指示があった。

2024年12月23日 第一回意見聴取会合実施。
2025年06月06日 第二回意見聴取会合実施。
2025年06月27日 地震調査研究推進本部が 「日本海中南部の海域活断層の長期評価

（第一版）」（資料1_スライド7：地震本部（2025））を公表。
• 前回長期評価（地震本部（2024a））より、新たに断層が追加される

とともに、地震発生確率等についても示された。
2025年12月19日 第三回意見聴取会合実施。
2026年03月23日 第四回意見聴取会合実施。長期評価の影響評価及び能登半島地震を

踏まえた影響評価について議論される。 （評価結果は次ページ）
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【長期評価の影響評価】
長期評価に示された断層のうち敷地を中心とする半径100km範囲から、詳細確認が必要な
７つの断層を抽出し、基準地震動・基準津波への影響を検討した。（資料1_スライド11）
検討の結果、既存の基準地震動および基準津波に影響しないことを確認した。
（資料1_スライド12～15）

【能登半島地震を踏まえた影響評価】
2024年能登半島地震に関するデータ及び知見を踏まえ、以下を検討。
• 基準地震動では敷地に大きな影響を与える検討用地震の選定段階であり、門前断層帯～

能登半島北岸断層帯～富山トラフ西縁断層の全体（193km）が連動することを考慮し、
影響を検討。（資料1_スライド16、132、137）

• 基準津波では走行・傾斜が異なる断層帯が一括で破壊する可能性は低いと考えられることから、
門前断層帯～能登半島北岸断層帯（132km）と富山トラフ西縁断層（61km）が連動
することを考慮し、影響を検討。（資料1_スライド17～18、158）

検討の結果、既存の基準地震動および基準津波に影響しないことを確認した。
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【浜岡原子力発電所における基準地震動策定方法】
中部電力の公表によると、「浜岡原子力発電所の地震動評価における代表波選定が、審査会合
での説明内容と異なる方法や意図的な方法で実施されていた疑いがあることが確認された」
（2026年1月5日プレスリリース文より抜粋）としている。
また、「地震動評価のうち断層モデルを用いた手法において、統計的グリーン関数法と波数積分法
によるハイブリッド合成法を採用した」としている。（資料2_スライド4、5）

【柏崎刈羽原子力発電所における基準地震動策定方法】
地震動評価のうち断層モデルを用いた手法については、F-B断層（Ss-2）と長岡平野西縁
断層帯（Ss-4～7）が対象になっており、それぞれ中越沖地震において敷地内で得られた
観測データを基に、経験的グリーン関数法を採用している。（資料3_スライド3、72、96）
また、 F-B断層については、中越沖地震（マグニチュード6.8 ）で得られたデータを基に、
マグニチュード7.0へ拡張したモデルを設定し、地震動を評価している。（資料3_スライド83）
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2026 3 23

注）この資料は、「第4回日本海側の海域活断層の長期評価（令和6年8月版）
　　　への対応の現状聴取に係る会合（令和8年3月23日）」にて説明したものから
　　　第274回地域の会定例会用に抜粋されたものです 
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中部電力公表資料 資料２

出典：中部電力ホームページ

中部電力プレスリリース
「浜岡原子力発電所の新規制基準適合性審査における基準地震動策定に係る不適切事案について」（2026年1月5日）別紙より抜粋
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出典：中部電力ホームページ

中部電力プレスリリース
「浜岡原子力発電所の新規制基準適合性審査における基準地震動策定に係る不適切事案について」（2026年1月5日）別紙より抜粋
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注）この資料は、「柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉審査資料（資料３－１）
　　（平成29年12月22日提出）」から第274回地域の会定例会用に抜粋されたものです
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